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Ⅰ
. は じめ に
す べ て の人が共に生き, 豊かな人生を営むに はどうすれば
よ い の か｡ こ の間い かけは障害児 ･ 者や高齢者の みならず,
私たち 一 人 一 人 に ま で に迫る課題で あるo 21世紀を目前 に
し, ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 思想 の浸透の中で , 障害を持 っ
人 々が地域で共に働き, 暮 らす ことが当たり前に なり つ つ あ
る｡ ま た, 我が国の高齢化が 一 段と進む中, 社会福祉基礎構
造改革, 介護保険の導入等, 様々 な福祉の拡充が着実に進ん
で い るo しかし 一 方 で , い じめや不登校等, 義務教育段階の
児童生徒を取り巻く厳しい現実がある｡
こ の ような時代の 潮流の 中で , 平成9年法律第90号 ｢小
学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許
法の特例等に関する法律｣(以 Fー, 介護等体験特例法) が平
成10年4月1日か ら施行された｡ こ の法律に よ っ て , 今後,
小学校 ･ 中学校教諭の普通免許状を取得する人は, 盲学校,
聾学校, 養護学校並びに社会福祉施設等で ｢介護等の体験｣
が義務付けられ る こととな っ た (文部省令第40号, 平成9年
11月26 日; 文教教第230号文部事務次官通嵐 平成9年11月
26 日)｡ 介護等体験特例法の 趣旨は, ｢義務教育に従事する
教育が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深める
こと の重要性にか んがみ, 教員として の資質の向上を図り,
義務教育の 一 層の充実を期する観点から, 小学校又は中学校
教諭の普通免許状を受けようとする者に , 障害者, 高齢者等
に対する介護, 介助, これ らの者と の交流等の体験を行わせ
る措置を講ずるため｣ (文教教第230号文部事務次官通達 ,
平成9年11月26 日) と して い る ｡ 本法律の 制定は, 共生社
会を目指すための重要な契機となるもの と期待される｡
平成10年度か ら教員を養成する各大学で 介護等体験が行
われ て い るが, 実際 に どの よう に進める べ きかは未だ手探り
の 状態であろう｡ これ ま で数は少な いが, 介護等体験の充実
を目指すため に先駆的な調査研究が試みられ て い る (例えば,
笠原 ･ 大野 ･ 安藤 ･ 河合, 1999; 国立久里浜養護学校, 1999)｡
特 に笠原 ら (1999) は, 実施上の 課題の 一 つ と し て , 事前
指導の充実や体験内容等の マ ニ ュ ア ル の必要性を指摘して い
る｡ ただ, 笠原ら の研究で は, 対象が受け入れ側の特殊教育
諸学校の管理職 ･ 教員で あり, 知的障害養護学校に限定した
もの で はな い ｡ 知的障害養護学校で介護等体験を行う学生本
人が, どの ような意識で体験に臨む の か, 事前指導 ･ 学習に
つ い て どの ような ニ ー ズ を持 っ て い る の か, どの よ うな内容
を充実す べ きな のか等の諸点に つ い て 明らか にする必要があ
ろう｡
平成11年度から富山大学教育学部附属養護学校 (以下,
本校又 は附属養護学校) で も , 富山大学教育学部の 2年生
を対象に , 学生 一 人当たり 二日間, 介護等体験が実施された｡
本研究で は, 本校 で体験する学生を対象とし て , 知的障害養
護学校に おける介護等体験で の学生の意識の変化, 体験内容
へ の評価, 事前指導の あり方等を検討する ことを目的に , 事
前と事後に学生 へ の ア ン ケ ー ト調査を行 っ た｡ 本稿で は, 調
査 の概要及び事前指導のあり方等に つ い て報告 ･ 検討する｡
※ 富山大学教育学部附属養護学校 (http://w w w.fzks.fu z oku .toya ma-u .a c.jp/) 平成1 1年度教育実習部
※ ※ 富山大学教育学部
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Ⅱ . ア ンケ ー ト調査の 作成
1. 先行調 査研究の概観
まず, 介護等体験の実施に関する先行調査研究に つ い て ,
そ の内容や項目を検討する｡
国立久里浜養護学校 (1999) は, 体験学生23名を対象に ,
｢特殊教育教員免許状の取得｣｢介護等体験の義務化｣｢不安｣
｢自主的な体験｣｢介護等体験の期間｣ ｢障害の ある人に対す
る意識｣ の 7項目 (Tablel参照) で構成され る ア ン ケ ー ト
調査を行 っ た｡ 特 に ｢介護等体験の義務化｣ ｢不安｣ ｢ 自主的
な体験｣｢ 介護等体験の期間｣ の5項目に つ い て は, 事前と
事後に調査を行い , 介護等体験が学生に与える影響に つ い て
捉えようとして い る ｡ 体験学生の意識の変化を取り上げて い
る点が貴重で あり, 障害児 へ の 理解, 自主的 ･ 主体的な活動
へ の意欲等, 介護等体験の本質的な意義と役割の 一 端 を明ら
か にする ことを試み て い る｡ しかしながら, こ の ア ン ケ ー ト
調査は, 概括的な調査項目で構成され て おり, 対象者も23
名と少な い ｡ 不安解消の理由 ･ 要因や事前指導の あり方, 体
験内容に つ い て の評価等は取り上げられ て い な い ｡
笠原 ･ 大野 ･ 安藤 ･ 河合 (1999) は, 協力校の特殊教育
語学校 (古, 肢体不自由, 知的障害)4校の校長 ･ 教頭及び
担当教師を対象に , 受け入れ側の実施上の課題等に つ い て検
討した｡ 校長 ･ 教頭 - の聞き取り調査項目は, ｢実施方法や
内容の決定方法｣｢校内で の体験学生の配置の基準｣｢介護等
体験担当教師の決定方法｣｢実施前の職員の話し合い｣｢実施
後の職員の話し合い｣｢実施して み て よか っ た点｣｢改善すべ
き点｣｢大学 へ の要望｣ の 8項目で あ っ た｡ 担当教師 へ の ア
ン ケ ー ト調査は, ｢担当教師の状況｣｢体験学生の様子｣ ｢介
護等体験の メ リ ッ ト ･ デ メ リ ッ ト｣｢実施上の課題｣｢実施後
の感想｣ ｢ 大学へ の要望｣ の 6日で あ っ た｡ 事前指導の あり
方, 学生配当数, 実施内容等に つ い て受け入れ側に おける留
意事項を指摘する内容を明らか に して い る点は貴重で あり,
具体的な選択肢は参考とな る｡ ただ体験学生を対象として い
な い ため, 学生 にと っ て充実した事前指導や体験内容を検討
する観点で は, 十分 に把握しきれない構成とな っ て い る｡
`
2. 本調査研究の 観点
続い て , 先行調査研究の内容や項目を参考に して , 本調査
研究で の 調査内容の観点を検討する｡
先 に述 べ た通り, 介護等体験特例法の趣旨は, 個人の尊厳
及び社会連帯の理念を重視する教員の資質向上と義務教育の
一 層の充実で あ っ た｡ そ して本研究で の目的は, 知的障害養
護学校に おける介護等体験で の学生の意識の変化 体験内容
へ の評価, 事前指導の あり方等を検討する こと であ っ た｡ 教
員を目指す学生個人に と っ て , 豊か で充実した体験で ある こ
とが求められ て い る｡ そ の ような観点から, 調査項目を選択
する作業を進めた｡
まず第 一 に , 学生の意識とそれに関する内容 (不安, 期待)
を取り上げた｡ 国立久里浜養護学校 (1999) の調査, ｢不安
に つ い て｣ を参考に して , 事前 で の意識, 事後で の変化を取
り上げる こと に した｡ また, 新た に ｢期待に つ いて｣ を加え,
事前 ･ 事後に おける学生の意識をより明確にする ことと した｡
さ らに , そ の 理由を問う選択肢を追加すること で, 不安と期
待の要因 ･ 背景を探る こととした｡
第 二 に , 学生 の障害児 ･ 者 に関する経験 ･ 理解 に関する内
容 (コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン , ボ ラ ン テ ィ ア, 接 し方) を取り上
げた｡ 障害児 ･ 者と の経験の有無が, 介護等体験に どの よう
な影響を与えるか等に つ い て捉える ことが必要と考えた｡ ま
た, ボ ラ ン テ ィ ア , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 経験 に関して は, 具
体的な内容を明らか にするため に記述欄を設けた｡
第三 に , 介護等体験の意義, 体験内容及び運営に関する内
杏 (必要性, 自主的参加, 実施時期) を取り上げた｡ 笠原ら
(1999) の調査を参考とし て , 体験内容, 体験時期, 介護等
体験の意義及び必要性等に つ い て の学生の評価や意見を引き
出すため に, これ ら の項目を取り上げることとした｡
第四 に , 事前指導に関する内容 (オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 充
実度, 事前学習資料の必要性とそ の内容) を取り上げた｡ 一
様 に事前指導と言 っ て も多様な側面を持 っ て い る｡ そ こ で ,
笠原ら (1999) の調査及び全国特殊学校長会(1999) を参考
として , 大学 で の事前指導の あり方, 事前学習資料に焦点を
あて る こととした｡ 具体的に は, 事前指導の充実度, 充実す
べ き点, 事前学習資料 の必要性, 事前学習資料で充実す べ き
点に つ い て取り上げた｡
3
. 調 査内容及び項 目の選定
以上の検討を踏まえ て Table2 に示す通り , 事前と事後
に共通する項目と して , ｢学生本人に つ い て｣, ｢不安に つ い
て｣, ｢期待に つ い て｣, ｢障害児 ･ 者と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
Tablel 国立久里浜養護学校 (1999) の ア ン ケ ー ト項目
調査項目 事前 事後
特殊教育の 免許状の 取得に つ い て 取得予定の 有無
義務化に つ い て の 感想 義務化 に つ い ての感想
不安の 有無 不安解消の 有無
自主的実施の 希望 今後の実施 へ の 希望
実施期間 へ の 考え 実施期間 - の考え
意識の 変化
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介護等体験の 義務化に つ い て
不安に つ い て
自主的な体験に つ い て
介護等体験の期間に つ い て
障害の ある人に対する意識に つ い て
知的障害養護学校 で の 介護等体験 に 関する調査研究 :調査概要及 び事前指導 の あ り方
Table2 介護等体験事前 ･ 事後 ア ン ケ ー トの 調査項目
調査項 目 事前
1 . 学生本人に つ い て al.1. 学籍番号 al.2. 学年 al.3. 性別
2 ｡ 体験内容に つ い て
3 . 不安に つ い て a3. 1. 不安の 有無 a3.2. 理 由
4 古 期待 に つ い て a4. 1. 期待 の 有無 a4.2. 理 由
5 . 障害児 ･ 者との コ ミ ュ a5.1. コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 有無
ニ ケ - シ ョ ン に つ い て a5. 2. 経験内容 5. 3. 今後 の 希望
6 . 障害児 ¢ 者 へ の ボ ラ ン a6. 1. 経験 の 有無 a6.2. 経験内容
テ ィ アに つ い て a6. 3. 今後 の 希望
7 ｡ 障害児 G 者 へ の 接し方 a7. 1. 接 し方に関する期待 ･ 希望
に つ い て
8 . 介護等体験の 義務化に a8. I. 必 要性 a8.2. 自主的参加
つ い て a8.3. 実施時期
9 . オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に a9.1. 充実度 a9｡2. 不十分の理 由
つ い て
10. ガイ ドブ ッ クに つ い て alO.1. 必 要性 alO.2 . 内容 の 希望
bl. 1. 学籍番号 bl.2. 学年 bl.3.性別
b2. 1. 一 目目の 体験内容 b2.1. 充実度
b2. 3. 積極性
b2. 4. 二 日目の 体験内容 b2.5｡ 充実度
b2.6 . 積極性
b3.1. 不安の 有無 b3.2. 不安解消の有無
b3.3. 不安解消の理由




b8.1. 必要性 b8. 2. 自主的参加
b8.3. 実施時期
b9.1. 充実度 b9. Z. 不十分 の 理由
に つ い て｣, ｢ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て｣, ｢障害児 ･ 者 - の接し
方に つ い て｣, ｢ 介護等体験に つ い て｣, ｢オリ エ ン テ ー シ ョ ン
に つ い て｣ の 8大項目｡ 事前は, ｢ガ イ ド ブ ッ ク に つ い て｣
を加え9大項目, 22中項目｡ 事後は ｢体験内容に つ い て｣
の項目を加え9大項目, 22中項目で構成した｡
4. 設 問形式及び 回答形式の検討
設問形式に つ い て は, 主語を明確に し, 簡潔な文に なる よ
う に した｡ し かも平易で具体的な表現に なるよ う推鼓した｡
回答形式に つ い て は, 国立久里浜養護学校 (1999) は具
体的な選択肢を提示して い る｡ た だ選択肢に よ っ てB]答傾向
が偏る可能性も考え られ るが, 具体的な イ メ ー ジが困難な事
前調査で は! 有効な方法と言えよう｡ そ こ で , 本 ア ン ケ ー ト
調査で は, 択 一 の 選択肢, 複数回答を選ぶ選択肢を中心に し
ながら, ｢そ の他｣ として記述欄を設け, 設問の い く つ か に
は理由を問う自由記述式を織りまぜ て構成した｡
な お, 設問形式及び回答形式の妥当性に つ い て は, 事前ア
ン ケ ー ト に つ い て は障害児と接した経験の な い教育学部1
年生14名, 事後 ア ン ケ ー ト に つ い て は既 に経験の ある4年
生4名に試行し, 意見を求め た｡ その結果, ｢回答の仕方が,
一
つ だ け な の か , 複数可能なの かわかり にく い｣｢選択肢に
類似したものが ある｣｢こ の ア ン ケ ー ト は評価の対象になる
のか｣ 等の指摘がなされた｡ そ れぞれ の指摘を検討し, 設問
に複数回答を明記する, 選択肢を整理する等の手直しを行 っ
た｡ ま た , ア ン ケ ー トの はじめ に , ｢本 ア ン ケ ー ト は評価の
対象の なりませ ん ｡ 本音で お書きくださ い ｡｣ の 一 文 を加え
た｡
Ⅲ . ア ン ケ ー ト調査の 実施
1. 調査対象
教育学部附属養護学校で介護等体験を行う教育学部2年
生を対象とした｡ 対象学生の 総数は152名で , 男子50名, 女
子102名で あ っ た ｡ な お, 科目等履修生も介護等体験を行 っ
たが, 本調査か らは除外した｡
2. 調査期間
平成11年4月21 日か ら12月24 日まで の期間, 二 日間で の
べ 人数304名に つ い て , 50回の 介護等体験で調査を行 っ た｡
1回当たり の調査は, 学生3名か ら10名ま で で あ っ た｡
3. 調 査手続き
事前調査は体験第 一 日目朝の 日程説明前に, 事後調査は第
二 日日の反省会終了時に実施し記入後提出して もら っ た｡ 介
護等体験の充実を目指すための基礎資料として活用する点,
評価の対象にはならず本音で記入してもらう点等, ア ン ケ ー
ト に つ い て の説明をした上で記入して もら っ た｡ なお , ア ン






152名の 内, 事前 ア ン ケ ー トの 未実施者8名, 学籍番号不
明者6名, 合わせ て14名の 欠損デ - 夕 が あ っ た｡ 152名から
14名を除いた138名の有効回答者を得た｡
2
. 事前で の 学生 の意識
1) 不安の有無
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事前ア ン ケ ー ト に て , 体験する に当た っ て の不安の有無に
つ い て 尋ね た結果を Fig,1 に 示した ｡ 不安が ｢あ る｣ が
84
.
1% (116名), ｢な い｣ が15.9% (22名) で あ っ た｡ 体験
する学生の 8割強が不安を持 っ て体験に臨ん で い る ことが明
らかとな っ た｡
Fig. 1 不安 の有無
2) 不安の理由
不安だと答えた者に そ の 理 由を複数回答で 聞き , 結果を
Fig.2 に示した｡ ｢どの よ う に接し て い い の かわからな い｣
が51.4% (71名), 次 い で , ｢養護学校に行 っ た こ とが ない｣
が46% (63名) で あ っ た｡ ｢教育実習に行 っ て い ない｣ が18.1
% (23名), ｢ 以前接して失敗した｣ が2.2 %(3名), ｢ その
他｣ が2.2% (3名) で あ っ た｡ 初 め て の学校に行くと い う
より, 障害児と の接し方に不安を感じて い る ことが多い結果
とな っ た｡
①どの ように葎して い い のかわらない
②以前接して 失敗した
③未払学校に行 っT= ことがない
④教育実習に行っ て い ない
⑤その 他
0 10







事前ア ン ケ ー ト に て , 体験する に当た っ て の期待の有無に
つ い て尋ねた結果を Fig. 3 に示した｡ ｢ ある｣ が94.9% (131
名), ｢な い｣ が5.1 %(7名) で あ っ た｡ は とん どの学生が,
養護学校で の介護等体験を積極的に捉えて い る こ とが確認さ
れた
4) 期待の理由
期待すると答えた者に そ の 理 由を複数回答で聞き, 結果を








0 10 20 3040 50 60 70 80 90
(人)
Fig. 4 期待 の理 由
い で ｢これから の人生に生かせ る｣ が51.4% (71名) であ っ
た｡ ｢心 の ふ れあ い が持て る｣ が27.5 %(38名), ｢友だち に
なれる｣10.1 %(14名), ｢そ の他｣ が0.7% (1名) で あ っ
た｡ 約 5割 の学生が, 介護等体験の趣旨に添 っ た内容に期
待して いる ことがわか っ た｡
3. 事前指導 ･ オリ エ ンテ ー シ ョ ン
大学に て , 附属養護学校の介護等体験担当者が, 体験学生
全員を対象に , 学校紹介 ビデ オ に よる児童 ･ 生徒 の様子と活
動の紹介, 体験 に当た っ て 留意す べ き諸点を講義形式で45
分間実施した｡
l) オリ エ ン テ ー シ ョ ン の充実度
大学で の事前指導 (オ リ エ ン テ ー シ ョ ン) は十分で あ っ た
か (Fig. 5) に つ い て は, ｢ 全くそう思う｣ ｢そ う思う｣ を合
わせ て , 事前 :33.3%;事後 :35.7%｡ ｢どちらとも言えな い｣
が事前 :34.5%;事後 :32.5%｡ ｢思わな い｣｢全く思わな い｣
を合わせ て , 事前 :31.7%;事後 :31.7%で あ っ た｡ そ れぞ
れ約3割の割合で選択され て おり, し かも事前 ･ 事後 で ほ
と ん ど変化が なか っ た｡ 今回の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン は, 学生
へ の事前指導として あまり影響を与えて いな い こ とが推測さ
れた｡
2) 充実すべき箇所
大学で の 事前指導は十分で あ っ たか の 質問に つ い て , ｢思
わな い｣｢全く思わな い｣ と答えた者を対象に充実すべ き簡
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Fig. 5 大学で の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の充実度
0.0% 20. % 40.0% 6 0.0% 80.0% 100.0%
①障害 の 理解
②障害児との接し方
③本校の所在 地 ･ 場所の説 明
④本校での 体境内容の説 明




Fig. 6 オ リエ ン テ ー シ ョ ン で充実すべき内容
所を聞き , 結果をFig.6 に示した｡ 結果は, ｢ 障害の理解｣
が事前 :12.3%;事後 :69.1%｡ ｢障害児との接し方｣ が事前 :
16.7%;事後 :43.3%｡ ｢体験内容の 説明｣ が事前 :15.9%;
事後 :39.2%｡ ｢体験当日の動き｣ が事前 :ll.6%;事後 :26.
8%で あ っ た｡ そ れぞれ に つ い て , 事後 に多く選択され て い
た｡ こ れ らの諸点は, 実際に介護等体験を経験した学生が ,
事前指導の 内容とし て必要であると認識が変化したの で あろ
つ o
3) ガイ ドブ ッ ク (事前学習用資料) の必要性
事前の ア ン ケ ー ト に お い て , ガイ ドブ ッ ク の必要性を聞き,
結果をFig. 7 に示した｡ ｢全く そう思う｣ ｢そう思う｣ を合わ
せ て68.6%, ｢ どちらとも言えな い｣ が24.8 %で あ っ た｡ 約 7
割 の学生が , 事前学習用資料の必要性を感じて い る ことが明
らかとな っ た｡
(79人)
Fig. 7 ガ イ ドブ ッ ク の 必要性
4) ガイ ドブ ッ ク (事前学習用資料) に必要な内容
事前の ア ン ケ ー トに お い て , ガイ ド ブ ッ ク に入れる べ き内
容を複数回答で 聞き, 結果をFig,8 に示 した｡ ｢障害児との
接し方｣ が 一 番多く, 68.1 %(94名), 次 に ｢体験内容の 説
明｣ が58.0 %(80名), ｢基本的な マ ナ ー ｣ が47.1% (65名),
｢障害の理解｣ が46.7% (71名) で あ っ たo オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン の 充実す べ き点 (Fig.5) に比 べ て , ｢体験内容の説明｣
｢基本的な マ ナ ー ｣ が多く選択され て い た｡ こ れ ら の点 に つ
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Fig. 8 ガ イ ドブ ッ ク に 必要な内容
60.0% 8 0,0 %
Ⅴ . まとめ及び今後の課題
学生は ｢障害児の理解｣ の契機とし て介護等体験に期待し
なが らも, ｢障害児へ の接し方｣ に不安を持 っ て体験に 臨ん
で い る現状が示された｡ ま た, 事前指導で 充実す べ き内容と
して , 体験を経た後に, ｢障害児の理解｣ ｢障害児へ の接し方｣
が強く指摘された｡ よ り充実した介護等体験を実現するため
に は, これ ら の諸点に つ い て適確に応える大学で の事前指導
の 充実, ガイ ド ブ ッ ク等の事前学習用資料の作成が求められ
よう｡
附属養護学校で は, 本調査で明らか に な っ た内容の 一 端を
フ ィ ー ドバ ッ ク し なが ら, Fig.9 に示す通り, 第 一 筆者が中
心とな っ て具体的な事前学習用資料で ある ｢附属養護学校版
介護等体験ガイ ドブ ッ ク｣ (富山大学教育学部附属養護学校,
1999) を作成した｡ こ こ で は, 本 ガイ ドブ ッ ク の 概要を紹
介し つ つ , 事前学習 ･ 指導 に関する先行文献も踏まえながら,
そ の あり方に つ い て述 べ て みた い ｡
Fig. 9 ｢附属養護学校版 介護等体験ガイ ドブ ッ ク｣ の 概観
1
. 事前指導の あ り方 に つ い て
学生の不安を低減し, 体験 へ の期待をより確か なも の にす
るため の , 事前指導の あり方に つ い て検討する｡
まず第 一 に, 介護等体験に関連する多様な内容, 例えば ボ
ラ ン テ ィ ア論や社会福祉論等, 指導内容を充実させ る必要が
あると思われるo 寄田 (1999) は, 大学 にお ける事前指導
は, 基本的な｣L､得の説明だ けに終わり, 不十分であ っ た こ と
は否定で きな い と指摘して い る｡ 太田 (1999) は, 障害,
福祉, ボ ラ ン テ ィ ア等に つ い て基礎的な知識を学び, 体験を
通 して , 介護や社会活動に つ い て の意識を高める ことを目標
に , 大学 の半期にわたる授業を計画し, その まとめとして介
護等体験を位置付ける試みを実施した｡ こ の ような多様な観
点か らの講義, 福祉等に携わる多く の実践家を招聴した具体
的な講義は, 学生 の介護等体験 へ の 期待に応える内容で あ っ
た もの と思われる｡
第 二 に , 学生が障害児を理解するため, 基本的な接し方を
学ぶため の指導方法の工夫が必要に思われる｡ 体験前の学生
の多くが, 障害児の理解と接し方に不安を感じて いた｡ 受け
入れ側の知的障害養護学校で は, 子 どもの実態に つ い て 理解
を深める ことが事前指導にお い て必要と要望され て い る (中
津, 1999)｡ 事前指導の効果的な学習方法と して , い く つ か
が試みられ て い る｡ 余田 ･ 新野 (1998) は, 介護福祉実習
の事前指導にお い て , 利用者の全体像理解の ため の学習方法
として , 小説を用い て の ペ ー パ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を実施し
た｡ ま た , 加瀬 (1999) は学生に バ リ ア フ リ ー ･ チ ェ ッ ク
を実際に行わせる課題を導入した｡ これ らは, 具体的な作業
や活動を通したも の で あり, 限られた時間内で の効果的 ･ 効
率的な指導方法の 一 つ の あり方を示したもの と言えよう｡ な
お大庭 (1999) は, 知的障害児入所施設に お ける実習生の
受け入れ に つ い て検討し, 指導員の ｢経験｣ として蓄積され
て い る療育の ため の情報や方法等を 一 般化して大学で の実習
教育に反映させる必要があるとして い る｡ 今後 の事前指導方
法の開発と充実が重ねて指摘されよう｡
2. ガイ ドブ ッ ク(事前学習用資料)の作成に つ いて
全国社会福祉協議会(1998a; 1998b)は, 社会福祉施設で の
介護等体験を想定した事前学習資料を既に作成して いる｡ 各
施設の概要や日課等に つ い て紹介する内容とな っ て い る｡ 小
池(1999)は, 高齢者や障害者の理解に つ い て の概説や施設の
概要を示し, 高齢者の介護技術に つ い て具体的に示して い る｡
フ ィ リ ア (全国特殊学校長会, 1998) は, 介護等体験の意義,
障害児教育の概要, 基本的な接し方等を示した充実した内容
とな っ て お り, 特 に学生の立場にな っ て構成した ｢Q & A｣
は大変参考に なる｡ しかしながら, これ ら公刊された事前学
習資料は, 全国の学生を対象とした, 一 般的な情報を提供す
るも の で ある｡ 例えば, 知的障害のA養護学校を体験する学
生に と っ て , 具体的にイ メ ー ジ で き るような情報を提供する
もの で あるか は不明で ある｡ 横浜国立大学数百人間科学部学
校教育課程 (1999) は, 独自に手引きを作成して いるが,
内容は実施に つ い て の事務手続き に関する事項が中心とな っ
て い る｡
今回の 調査を通して , 約 7割 の学生が ガイ ドブ ッ ク の必
要性を感じて い る こ と (Fig.7参照), その 内容として ｢障
害児との接し方｣ や ｢体験内容の説明｣ 等の充実が必要で あ
る こと (Fig. 8参照) が明らかとな っ た｡ これ らの 結果を踏
まえ, 学生 にと っ て体験前の不安を低減し, 期待を高める よ
うな, しか も体験する学校の実態を踏まえた具体的なガイ ド
ブ ッ ク の作成が望まれよう｡
｢附属養護学校版 介護等体験ガイ ド ブ ッ ク｣ は, Fig･ .8 で
指摘された内容で構成 ( 資料1参照) し, 以下 の ポ イ ン ト
を踏まえ て作成された｡ まず第 一 に , 体験前の学生が附属養
護学校で の介護等体験に つ い て具体的にイ メ ー ジ しやすいよ
う に , ｢障害児との接し方｣ 等の内容を網羅した読み切り漫
画を作成した ( 資料2参照)｡ ｢よう子さん｣ と いう富山大
学女子学生が附属養護学校で 二 日間の介護等体験を行うと い
う シ ナ リ オ を, 次 の点を考慮しながら作成した｡ 本校で の具
体的な体験内容, 障害児との接し方, 体験日 の流れ ･ 動 き,
基本的な マ ナ ー , 介護等体験の意義, 持ち物等の事項で あ る｡
｢よ う子さ ん｣ が体験する ス ト ー リ ー を読めば, こ れ ら の点
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資料1 ｢附属養護学校版 介護等体験ガイ ドブ ッ ク｣ の目次
10
おもしろ苧我のねらい/3 1 持ち物チェ ックリスト/ 31
休載a)様子/ 3 2 先輩からの7 ドバイス/ 3 3 体j良感想文/ 3 4
11 介鼓等体鼓 B
12
体!臣直前 Q & A / 3 5
Q l 附属養護学校に初めて行きます o どの ようl=行 けば よいですか ?
Q 2 介護等体助 こは , 何を持っ てい けば よい ですか ?
o 3 やむをえす . 欠席 ･遅 刻するときに はどうすれ ばよい ですか ?
Q 4 どのような服装がよいです か ?
Q 5 費用は かかりますか ?
Q 6 槍食は 食 べ られますか ?
o 7 休講が 悪い 叫合 ､ どうすれ ばよいですか ?
o 8 ジ ュ スー ･ 漣着電話 ･アクセ サ リー など はよい ですか ?
Q 9 自家用車 やバ イクでの 登校は '?
休載内容 Q & ^ / 3 6
o 1 体 扱日を自分で指定できるのですか ?
Q 2 体 焦する学部 . 内容を措定できるのです か ?
Q 3 障害の ある子 どもとの駅わ りに不 安が あります D
Q 4 体牧内 巷につ い て敢えてく1=
'
さい o
Q 5 介護等休息をしない とどうな るの ですか ?
Q 6 休息当 日は 大学の 授業を欠席 するこ とになりますが . 届出は どうす
九 ばよいの ですか ?
休漁 中 Q & A /3 6
Q l 休漁途中で気 分が 悪くなっ たらどうすればよい ですか ?
Q 2 子どもが けがをし1=牧舎は ､ どうすれ ばよい ですか ?
Q 3 中学部 一 高等却の 生徒が抱きつ い てきた ら?
Q 4 中学部 ･ 高等部の 生徒から電話番号や住 所を叩か れた ら?
Q5 タバ コ は吸 えますか?
証明書 ･ 評価 Q & A ′3 7
Q l 証明暮を紛失 したg[ 合. 再 交付 してもらえますか ?
Q 2 証明暮を発行 してもらえないgL 合はあるの です か ?
Q 3 ≠ ･ 良 ･ 可 のような評価はあるの です か ?
Q 4 レポ ー トはあるのですか ?
Q 5 体喰鵜了 改も附属養護学 校に 来ることはできます か ?
o 6 証明暮の 記入 の仕方を教えてください ｡
北日本新派( 抜粋)/3 9 毎集後記/4 0 メモ/ 41本校までa)軽路/ 妻 義叔
資料2 漫画 ｢ よう子さんの 介護等体験｣
＼竜 I
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資料 3 知的障害を持つ児 童生徒に接するとき の ポイ ン ト
知的障害を持つ 児童生徒に






ポイントJ い い と こ ろを た(さん 見つ け て くだ さ い (≡
r 知的障害を持 つ 児童生徒は ､ 理解力や社会 適応性に困難が伴 い
ますが
､ 適切な指導 ･ 支援 があれば私た ち以 上に熱心.=もの ご
とに取 り組み ます ｡
■ち ょ っ とした努 力 ､ チ ャ レ ン ジをたく さん見つ けてくだ さい ｡
そして
､ そ の場 で 適切にはめて ください ｡
ポイ･/ ト2 言葉 ･ 思 い を じ つ く り開 い て
くだ さ い(,
■達すぎる会話 ､ 難しい 言葉 ､ 数字の理顔が苦手 です ｡
■ゆ っ くり ､ て い ね い に ､ わか りやすい 言葉づかい に心がけて
く ださい ｡
+ こち らか ら一方 的に話 しかける だけで なく ､ 相手 の 言 い た い
こ とや思 うことをくみとるように してください ｡
J[ ひそひそ藷を したり､ 相手を傷つ けるような言葉は絶対 に慎
んで くだ さい .
ポイ･/ ト3 中 . 高等部生徒Eこニiま､ 年齢嶺応 な対応 を心 が≦ナ て く
だ さい､､
q 中 ･ 高等部の 生徒は ､ 中･高校生 として の プライドを持
っ て い ます ｡ 年齢相応 な話し方 ､ 接 し方に心がけて くだ
さい ｡
1身体的接触 には棋豊に対応して ください o 抱きつ きなど
は ､ は っ きりと斬っ てください ｡
■名前は ､ ｢ち ゃん ｣ では なく ､ ｢くん ､ さん ｣ で 呼んで く
ださい ｡
ポーント平 安全量こ鷲毒 して く ださ い く∋
)危険な場面を判断す るこ とが難しい こ とが多くあります ｡
■危険だ と気 づい た ら遠慮しない で ､ 近く の 先 生に連絡 して ､
安全 な方向 へ 導 い てあげて(ださい ｡
資料5 事前に学習すべきキ ー ワ ー ド
体故に臨むための4 つ のキ ー ワ ー ド
全 て の児童 生徒は様々な 活動に梼-杯チ ャ レン ジ して い ます｡ 一人一人は
自己 実現へ の 可能性を持 っ て おり ､ 日々成長 して い ます｡ あなた 方は
､
よき
支援者として ､ そ れ ら を認め ､ 児童生徒の チ ャ レ ンジ に精一杯応え てあげて
くた さ い ｡
ある こ と歩 ｢で きな い ｣ として も､ 人 間には様々な 可能性があります｡
｢できる こ と｣ が たくさ んあるの です ｡ 単一の 価値観で 判断すべ きで は
なく ､ 広い 視野を持っ て 児童生徒を見つ め てくた さ い o
成就感､ 有用感､ 達成感 によ っ て児童生徒は成長します｡ 何かをやり
遂げた ときに 児童生徒の顔は ､ とて も輝いて い ます｡ 児童生 徒のチャ レ
ン ジはとて もさ さや かな もの で ､ その 成長はとても小さい もの かも しれ
ませ ん ｡ しか し ､ その チ ャ レ ンジ と成長に対 して ､ 心 から ｢応え る｣ こ
と
｡
そ の ことが 児童生徒の自己 実現と成長 へ の 支援 とな るの です ｡
本校で は ､ 児童生徒か ら学ぶ ことが重視されて い ます｡ -方的に教師の方
資料4 体験当日の 日程 ･ 動き等
資料6 注意事項チ ェ ッ ク リ ス ト
本校での介謙等体# (よ､ みなさんにと っ ては大切な体験の場 です
o しか し､ 児童生徒に と っ
ても大切な教育の 場で あるの です o 以下 の 注意事項は全 て重要で す . 熟読 a)上 ､ 必ず事前に ､
巳五重エ ツク して体贋に臨んでくだ さい o 事数 コま ､ … に自己評価 してく ださい o
ポイント/ 携帯電話 は電 源オ フ !
⊂]〔コ携帯電話の 電源は ､ 必ず切 っ て お いてくだ さい o
ロロ児童生徒が本来の 学 習法動以 外の こ とに興 味を持 っ て しま
い ます
D 絶対に持ち歩かない で ( ださい ｡
ポイント2 あ い さつ
ロロあ い さつ からふれあい は始まります ｡ 自分か らきちん としましょ う ｡
子 ともた ちがみ なさん を見習い ます
【コ‡コ子 どもの方をみて ､ は っ きりとあい さつ して ください ｡
ポイント書 言 葉づか い ･ 身だ しなみ
□□ 体崇 では身体 を動 かすこ とが多( あ りますo ト レパ ン ､ 運動
シ ュ ー ズな ど機能 的な頗装 を心がけ ま しょう D (ジー パ ン は不
可)
ロロ指 輪 ､ イヤリ ン グ
､ ネ ッ ク レス ､ ブ ロ チー などの装飾品 ､ 及
び茶髪は厳禁 です ｡ 本来 の 学 習以外の こ とに興味 を持たせて し
ま っ たり ､ 危険が及 .Sく こ とがあ ります ｡
ロロ 害葉 づかい に気をつ けま しょ う o 子 ともた ち力(見習い ます o
ボイン川 給食も指導中 叩 糊
口□なるべ く手作りの 弁当でお願い します ｡
ロロジ ュ ー ス禁削ま厳禁 で す ｡ 子どもた ちの 注 意が散漢になり ます ｡ 水 筒を
持参 してください
｡
□ 口絵食時 間も大切な指導の場 で す o 率先 して 参加 しま しょ う
o
ポイントS 持 ち物の 管理
ロロ ロ ､ソカ-は ありません . 兼王品の 持ち込み は禁止です ｡
□□持ち物は教生捜室 に蕃 然とおい て 下さい ｡
□ロゴ ミは必ず持 ち帰 っ てください ｡ 乗たときよりもきれい に ｡
_ . . ▲ L ポイ./ト▲ fl主 闇 ′n 色毎TEl
の子ともたちが迷惑するこ とになります ｡
D □体験日が近づい たら ､ 早めに凍て 体調を整えてお きま しょう
ポイントサ プライ パ シ ー へ の配 慮
叫 …
D U ひそひそ害割よ快み ましょう . 子どもたちは気になり まf｡
□□障害のこ とや住所な どの個人情 熟ま ､ 絶対に漏 らさない ようお願 い
します ｡
ボイン川 自転車は決 め られ た駐輪場 へ
･ t/ ロtコ自動車･J Tイクでの登校 は禁止で す o
-53-
ロロ子 ともた ちb([ナがを しない よう ､ 自転車 は玄関入 り口左側の駐輪場 へ
整然とおいて〈だ さい ｡
が大体理解で きるよ う考慮した｡ ま た, シ ナ リ オ作成に は,
体験学生 へ イ ン タ ビ ュ ー した り, 感想文を参考に した｡ なお,
本漫画は, 本ガイ ドブ ッ ク作成に賛同してくださ っ た プ ロ の
漫画家に依頼したもの である｡
第 二 に , 学生が必要で あると指摘した内容に つ い て , わか
りやすい よう に ポ イ ン ト を取り上げて強調した｡ 資料3 は
｢障害児との接し方｣, 資料4 は｢体験当日の 日程 ･ 動き等｣,
資料5 は｢学校現場に おける基本的な マ ナ ー ｣ を押さえ る
ため の ｢事前に学習す べ きキ ー ワ ー ド｣, 資料6 は｢注意事
項チ ェ ッ ク リ ス ト｣ で ある｡ 山口 (1999) は, 体験した学
生に つ い て ｢若干だが気になる言動の学生がい た｡｣ と指摘
し, 大学で の事前指導の充実を要望した｡ ま た, 全国特殊学
校長会 (1999) は , 事前指導の内容と して , 基本的な マ ナ ー
(挨拶, 言葉遣い , 遅刻, 服装等) へ の 注意を指摘した｡ こ
の こ とば, 障害児 ･ 者の人権を尊重する観点から最重要視す
べき ことであるため, 学生が事前 ･ 事後で自己評価を行うチ ェ ッ
ク リ ス ト形式で構成した｡
以上, 本稿で は調査の概要及び事前指導のあり方等に つ い
て報告 ･ 検討を行 っ た｡ 今回, 報告 できなか っ た知的障害養
護学校に おける介護等体験で の学生の意識の変化 体験内容
- の評価等に つ い て は, 順次報告して いきた い｡
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